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１ はじめに 

  水難救助事案において、潜水隊員（以下「隊員」と称す）が、水

面上を移動する際に、救命ボートを活用しています。 

  隊員がこの救命ボートに水中から乗り込む場合、軽器材（写真№

１参照）のみ装備している時は容易に乗り込むことができます。（写

真№２参照）しかし、重器材（写真№３参照）を装備している時は

総重量が３５ｋｇ以上にもなることから救命ボートへの乗り込みは

非常に難しく、救命ボートに乗り込むだけで体力を消耗してしまい

ます。さらに、水中検索を終えた後は体力を消耗していることから、

熟練者であってもボートに乗り込むことが容易ではありません。現

在は、救命ボートに乗り込む場合、救命ボート上の隊員に補助（写

真№４参照）してもらう方法や、或いは水面上で重器材を取り外し、

先に救命ボート上の隊員に重器材を渡してから乗り込む方法をとっ

ていますが、救命ボート内はとても狭く隊員全員分の重器材と隊員

が乗り込めるスペースが確保できない状況です。そのため、救命ボ

ートに乗り込めない隊員は、救命ボートがもう一度戻って来るまで

水面で待機するか、水面を移動して入水地点に戻ることになります。

しかし、潜水業務後の体力を消耗した状態でのこれらの行為は、過

酷で、安全管理上危険が伴います。 

  そこで、馬に乗る時に足がかりとして使用する『あぶみ』をヒン

トに、重器材を装備したまま隊員単独で容易に救命ボートに乗り込

むことが出来る機器を考案したものです。 

  これを活用することにより隊員の安全性、確実性、迅速性の向上

が数段図られるものと考えています。 
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２ 機器の概要 

  この機器は、縦１７ｃｍ、横１１ｃｍ、幅３ｃｍのコの字型をし

た金具の中央部分に穴を開け、ロープとフックを取り付けたもので

す。（図№１、写真№５参照） 

  この金具はもともと、可動式テントを建物壁体に取り付ける際に

使われる建築資材のブラケットを、使いやすさと強度を考慮して３

分の１にカットしたものを使用しています。 

  材質はアルミ鋳造品で強度があり、重さは１５０ｇと軽く、水中

で使用しても錆びに強い材質を選定しました。 

  また、この金具には８ｃｍの持ち手部分を有し、水中でも容易に

保持することが出来、フィンを装着したままの状態でも確実に足に

掛けることができます。（写真№６参照） 

        

３ 使用方法 

  救命ボートへの取り付け方法は、機器のフックを救命ボートのリ

フティングハンドルにかけるだけの簡単な操作です。（写真№７参

照）この時、船体保護のためフックが外側を向くように取り付けま

す。 

  次に、金具の持ち手部分を持ち、フィンを装着したままの状態で

足に掛けて、救命ボートに乗り込みます。 

  この機器は、救命ボートに乗り込む際の足がかりとして使用する

ため、重器材を装備したままの隊員が単独で、そして容易に救命ボ

ートに乗り込むことができます。（写真№８参照） 

  また、機器をあえて固定していないので、乗り込む際、ロープが

絡まったり、器材に引っかかったとしても簡単に取り外すことがで

きます。 

 

４ 開発効果 

  ①重器材を装備していても、単独で救命ボートに乗り込むことが

可能であるため、ボート上の隊員は安全管理、現場指揮、操船
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等、任務に専念することができます。 

  ②通常の梯子を登る場合は、フィン先端が邪魔になるためフィン 

を外す必要がありますが、この機器はコの字型の形状で横から

足を掛けるので、フィンを装着したまま使用することができ、

救命ボート上から誤って転落したとしても泳力を確保できま

す。  

  ③軽量、かつコンパクトであることから、隊員が個人装備として

浮力調整器具のポケットに収納することもでき、自隊だけでな

く、他隊の船に乗り込む際も使用することができます。 

  ④６人用の救命ボートの場合、救命ボート上の隊員（操縦者、指

揮者）２名を除いても、４名の潜水隊員が乗船可能となります。  

  ⑤水中検索を終え体力を消耗した隊員が、スムーズに救命ボート

に乗り込むことにより、二次災害の防止など、隊員の安全が確

保できます。  

 

５ 経費 

上部固定フック  ・・・   ２００円  

足掛け部分    ・・・ １，７００円  

ロープ （１ｍ）  ・・・   ５００円  

合計              ２，４００円 
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図　№１

材質：アルミ製鋳造品
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写真　№１

写真　№２

軽器材（１２ｋｇ）装備時

軽器材で救命ボートに乗り込む場合
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写真　№３

写真　№４

重器材（３５ｋｇ）装備時

重器材で救命ボートに乗り込む場合

※ボート上の隊員の補助が必要
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写真　№６

写真　№５

フィンを装着したままでも確実にかけることができます。
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写真　№７

写真　№8

重器材で救命ボートに乗り込む場合

（簡易登はん器使用時）

機器の取り付け方法
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